
□
宮
城
地
区
納
涼
祭

合
併
前
の
宮
城
村
納
涼
祭
か
ら

数
え
て
今
年
で
三
十
一
回
目
。
昨

年
ま
で
行
っ
て
い
た
恒
例
の
花
火

の
打
ち
上
げ
に
代
わ
り
、
今
年
は

盛
大
に
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま

す
。ま

た
、
和
太
鼓
や
八
木
節
、
だ

ん
べ
え
踊
り
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な

ど
の
演
芸
披
露
の
ほ
か
、
親
子
で

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
も
い
っ
ぱ

い
で
す
。

日
時
＝
８
月
６
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
９
時
10
分
　
会
場
＝
宮
城
総

合
運
動
場
　
公
共
交
通
機
関
＝
上

毛
電
鉄
大
胡
駅
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ

ス
（
要
予
約
・
赤
城
タ
ク
シ
ー
蕁

２
８
３
―
３
１
２
２
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
宮
城
地
区
納

涼
祭
実
行
委
員
会
（
宮
城
支
所
内
）

蕁
２
８
３
―
２
１
３
１
へ
。

□
大
前
田
祭
り

会
場
の
諏
訪
神
社
は
長
野
県
の

諏
訪
大
社
に
由
来
す
る
と
い
う
記

録
も
あ
り
、
こ
の
日
に
奉
納
さ
れ

る
獅
子
舞
は
市
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
雄
獅
子
三

人
、
雌
獅
子
一
人
と
ひ
ょ
っ
と
こ
・

お
か
め
各
一
人
、
笛
四
人
、
歌
う

た
い
三
人
の
構
成
で
舞
を
披
露
。

ま
た
、
地
域
の
演
芸
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。

日
時
＝
10
月
15
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
９
時
30
分
　
会
場
＝
諏
訪
神

社
（
大
前
田
町
）

公
共
交
通
機

関
＝
上
毛
電
鉄
北
原
駅
下
車
徒
歩

十
五
分
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用

も
可
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
宮
城
支
所
蕁

２
８
３
―
２
１
３
１
へ
。

□
月
田
近
戸
神
社
の
秋
季
祭

こ
の
秋
季
祭
で
は「
さ
さ
ら
」の

名
で
知
ら
れ
る
獅
子
舞
を
奉
納
。

六
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
こ
の

獅
子
舞
は
、
平
成
十
四
年
に
県
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
獅
子
に
少
年
三
人
、
笛
に
青

年
六
人
、
歌
に
壮
年
四
人
と
い
う

獅
子
連
が
約
一
時
間
踊
り
ま
す
。

前
日
の
二
十
六
日
は
宵
祭
り
と

い
わ
れ
、
神
社
か
ら
関
係
者
宅
な

ど
を
回
り
、
秋
季
祭
当
日
は
神
社

や
元
気
ラ
ン
ド
近
く
の
外
宮
な
ど

で
何
回
も
舞
を
披
露
。
夕
方
か
ら

は
神
社
で
雌
を
二
頭
の
雄
で
争
う

踊
り
が
あ
り
、
夜
ま
で
続
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
27
日
豸
午
後
１
時
〜

７
時
　
会
場
＝
月
田
近
戸
神
社（
粕

川
町
月
田
）
な
ど
　
公
共
交
通
機

関
＝
上
毛
電
鉄
膳
駅
下
車
徒
歩
二

十
分
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
も

可
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
粕
川
支
所
蕁

２
８
５
―
６
７
５
１
へ
。

□
粕
川
ま
つ
り

笛
や
太
鼓
の
お
は
や
し
が
鳴
り

響
く
中
、
み
こ
し
や
山
車
が
会
場

を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
歌
謡

シ
ョ
ー
や
八
木
節
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
、
粕
川
音
頭
、
だ
ん
べ
え
踊
り

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
８
月
６
日
豸
午
後
１
時
〜

９
時
30
分
　
会
場
＝
粕
川
小
　
公

共
交
通
機
関
＝
上
毛
電
鉄
粕
川
駅

下
車
徒
歩
十
分
（
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
利
用
も
可
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
粕
川
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
前
橋
東
部
商
工
会

粕
川
支
所
内
）
蕁
２
８
５
―
４
９

８
３
へ
。

９ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

□
大
胡
祇
園
ま
つ
り

江
戸
時
代
末
期
、
こ
の
地
に
え

き
病
が
流
行
し
、
暴
れ
獅
子
を
作

っ
て
駆
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が

起
源
。
約
百
六
十
年
も
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
、
獅
子
は
地
域

の
青
年
会
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
で

製
作
。
総
勢
百
人
が
交
代
で
こ
の

暴
れ
獅
子
を
担
い
で
、
地
区
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。
一
軒
一
軒
の
家

の
前
で
獅
子
を
上
下
左
右
に
激
し

く
う
ね
ら
せ
な
が
ら
、
厄
払
い
を

す
る
様
子
が
見
所
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
合
唱
や

演
奏
、
だ
ん
べ
え
踊
り
や
民
謡
踊

り
、
太
鼓
演
奏
な
ど
も
披
露
さ
れ

る
ほ
か
、
山
車
や
み
こ
し
も
繰
り

出
し
ま
す
。
夜
は
歌
謡
シ
ョ
ー
や

抽
選
会
も
開
催
さ
れ
、
大
い
に
に

ぎ
わ
う
二
日
間
で
す
。

日
時
＝
７
月
29
日
貍
・
30
日
豸
午

後
４
時
〜
10
時
　
会
場
＝
Ｊ
Ａ
前

橋
市
大
胡
支
所
駐
車
場
な
ど
　
公

共
交
通
機
関
＝
上
毛
電
鉄
大
胡
駅

下
車
徒
歩
三
分

○
…
問
い
合
わ
せ
は
大
胡
祇
園
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
前
橋
東
部
商

工
会
本
所
内
）
蕁
２
８
３
―
２
４

２
２
へ
。

蘆
暴
れ
獅
子
の
担
ぎ
手
を
募
集

長
い
伝
統
を
誇
る
大
胡
祇
園
ま

つ
り
で
す
が
、
近
年
、
暴
れ
獅
子

の
担
ぎ
手
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
区
や
男
女
を
問
わ

ず
広
く
募
集
中
。
体
力
に
自
信
の

あ
る
人
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

申
し
込
み
＝
大
胡
青
年
会
・
大
矢

さ
ん
蕁
０
８
０
―
６
５
２
２
―
９

４
０
０
へ
。
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ステージで民謡踊りも市無形文化財指定の獅子舞

子どもみこしも登場
Vol.43

Vol.43

もうすぐ夏本番です。暑さもますます厳
しくなりますが、それにも負けずに、これ
から市内の各地で納涼祭などが盛大に開催
されます。そこで今回は、一昨年に合併し
た大胡・宮城・粕川地区で、夏から秋にか
けてどのようなお祭りなどがあるのか、に
ぎわい観光課と各支所の担当者にお聞きし
ました。皆さんで出掛けてみませんか（担
当は市民編集委員・石原、大沢）。

夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て

大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
で
催
さ
れ
る

大胡地区宮城地区粕川地区


